
■
新
原
憲
兵
分
駐
所

　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で「
糟
屋
郡
須
恵
村
」

の
検
索
を
続
け
ま
す
。

　「
ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り
」第
２
１
５

回（『
広
報
す
え
』２
０
２
４
年
９
月

号
）に
、
１
９
３
０
年（
昭
和
５
年
）

１
月
、久
留
米
憲
兵
隊
長
難
波
大
佐

が「
新
原
分
駐
所
の
巡
視
」を
行
な
っ

た
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
久
留
米

憲
兵
隊
の
下
に
福
岡
憲
兵
分
隊
が

あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
新
原
憲

兵
分
駐
所（
分
遣
隊
の
ひ
と
つ
）が

所
属
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
い

つ
か
ら
分
駐
所
が
置
か
れ
た
の
か

不
明
な
ま
ま
で
し
た
。
以
下
の
記

事
か
ら
、
１
９
２
８
年（
昭
和
３

年
）８
月
１
日
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

◦『
軍
事
警
察
雑
誌
』22
巻
９
号

　（
１
９
２
８
年
９
月
）

　
八
月
一
日
　
本
日
よ
り
、
久
留

米
隊
管
内
福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村

字【
大
字
が
正
し
い
】新
原
に
、
分

駐
所
を
開
設
、事
務
を
開
始
せ
り
。

◦
田
崎
治
久『
続
日
本
之
憲
兵
』

　（
１
９
２
９
年
、７
４
９
頁
）

　
八
月
一
日
　
本
日
ヨ
リ
、
当
分

ノ
間
、軍
事
警
察
務
執
行
ノ
為
、久

留
米
憲
兵
隊
ヨ
リ
下
士
一
、
上
等

兵
二
ヲ
福
岡
県
糟
谷
郡【
谷
は
屋

の
間
違
い
】須
恵
村
字
新
原
ニ
分

駐
セ
シ
メ
、事
務
ヲ
開
始
セ
リ
。

　
分
駐
所
名
　
新
原
憲
兵
分
駐
所

◦	

宝
来
正
芳『
日
本
憲
兵
昭
和
史
』

上
巻（
１
９
３
９
年
、７
０
６
頁
）

　
八
月
一
日
　
当
分
ノ
間
、
軍
之

警
察
務
執
行
ノ
為
、
久
留
米
憲
兵

隊
ヨ
リ
下
士
一
、
上
等
兵
二
ヲ
福

岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村
字
新
原
ニ
分

駐
セ
シ
メ
、事
務
ヲ
開
始
セ
リ
。

◦	『
海
軍
炭
鉱
五
十
年
史
』第
四

海
軍
燃
料
廠
編（
文
献
出
版
、

１
９
７
６
年
）

　
昭
和
三
年
八
月
　
新
原
ニ
憲
兵

分
駐
所
ヲ
置
ク
。（
１
７
０
頁
）

　
昭
和
十
四
年
八
月
　
新
原
憲
兵

分
遣
隊
廃
止
。（
１
７
５
頁
）

　
正
式
名
称
は
新
原
憲
兵
分
駐
所

で
、
８
月
１
日
か
ら
軍
曹
清
瀬
貢

（
佐
世
保
分
隊
よ
り
異
動
）と
上
等

兵
山
口
光
次
が
、
10
月
31
日
か
ら

は
上
等
兵
浦
田
大
行
が
そ
れ
ぞ
れ

着
任
し
、
定
員
を
満
た
し
ま
し
た

（「
軍
事
警
察
雑
誌
」22
巻
10
号
・
11

号
・
12
号
）。
分
駐
所
が
新
原
に
置

か
れ
た
の
は
、
海
軍
燃
料
廠
採
炭

部
新
原
採
炭
所（
新
原
海
軍
炭
鉱
）

の
本
部
事
務
所
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
が
、
１
９
２
９
年（
昭
和
４
年
）

10
月
に
新
庁
舎
が
当
時
の
志
免
村
、

現
在
シ
ー
メ
イ
ト
の
あ
る
位
置
に

落
成
し
、移
転
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

分
駐
所
は
移
転
せ
ず
、
１
９
３
９

年（
昭
和
14
年
）に
廃
止
さ
れ
る
ま

で
新
原
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
ま
た
廃
止
時
点
で
は
、

お
そ
ら
く
格
上
げ
さ
れ
て
、
新
原

憲
兵
分
遣
隊
と
改
称
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。「
須
恵
町
誌
」編
さ
ん

の
中
で
、
終
戦
時
に
海
軍
炭
鉱
に

憲
兵
が
い
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
確
か
だ
と

す
れ
ば
分
駐
所
が
廃
止
さ
れ
た
後
、

再
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
証
明
す
る

資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
海
軍
炭
鉱
に
な
ぜ
陸
軍
の
憲
兵

が
常
駐
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

そ
の
理
由
を
説
明
す
る
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
考
え
ら
れ
る
理
由
の

ひ
と
つ
は
、
１
９
１
８
年（
大
正
７

年
）に
新
原
海
軍
炭
鉱
で
米
騒
動

が
起
き
て
い
た
こ
と
で
す
。
米
騒

動
の
際
に
は
福
岡
城
に
駐
屯
す
る

歩
兵
第
24
連
隊
の
一
部
が
駆
け
つ

け
ま
し
た
。
治
安
維
持
の
た
め
に

憲
兵
が
必
要
と
さ
れ
た
と
い
う
事

情
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て

は
米
騒
動
か
ら
分
駐
所
の
設
置
ま

で
、
時
間
が
空
き
す
ぎ
て
い
る
よ

う
に
も
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
背
景
と
し
て
あ
る
の

は
、
そ
も
そ
も
海
軍
の
施
設
の
治

安
維
持
も
憲
兵
の
役
割
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
で
す
。

軍
曹
清
瀬
貢
が
佐
世
保
憲
兵
分
隊

か
ら
新
原
憲
兵
分
駐
所
に
異
動
し

た
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
も
そ
も
新
原
海
軍
炭
鉱
の
上
部

組
織
で
あ
る
佐
世
保
鎮
守
府
が
所

在
す
る
長
崎
県
佐
世
保
に
も
憲
兵

分
隊
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。「
海

軍
炭
鉱
五
十
年
史
」に
よ
る
と
、坑

内
で
人
身
事
故
が
起
き
た
際
に
も

憲
兵
が
働
い
た
よ
う
で
す
。

■
須
恵
村
立
図
書
館

　
福
岡
県
教
育
会
発
行『
県
下
学

事
関
係
者
職
員
録
』（
１
９
２
５
年

〔
大
正
14
年
〕５
月
１
日
現
在
）に

よ
る
と
、
須
恵
村
立
図
書
館
の
職

員
は
２
人
で
、館
長
が
森
源
太
郎
、

司
書
が
野
上
茂
平
。
こ
の
時
は
糟

屋
郡
の
町
村
立
図
書
館
は
18
館

あ
り
、い
ず
れ
も
職
員
が
２
人
で
、

多
々
良
村
立
図
書
館
だ
け
が
３
人

で
し
た
。
森
源
太
郎
は
１
９
２
５

年
当
時
は
須
恵
尋
常
高
等
小
学
校

長
を
務
め
て
い
て
、
図
書
館
長
を

兼
任
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　『
出
版
年
鑑
』（
１
９
３
６
年〔
昭
和

11
年
〕版
、東
京
堂
）に
よ
る
と
、須

恵
村
立
図
書
館
は
１
９
１
８
年（
大

正
７
年
）創
立
、蔵
書
冊
数
６
４
７

冊
。「
図
書
館
一
覧
」（
１
９
３
４
年

〔
昭
和
９
年
〕４
月
１
日
現
在
、文
部

省
社
会
教
育
局
）か
ら
創
立
年
月
は

１
９
１
８
年
１
月
と
判
明
し
ま
す
。

蔵
書
冊
数
・
閲
覧
冊
数
と
も
６
４
７

冊
、閲
覧
人
員
２
４
０
人
、閲
覧
者

の
前
年
度
延
人
員
１
万
３
２
４
２
人
、

一
日
平
均
55
・
２
人
、職
員
数
２
人

（
２
人
か
３
人
か
、数
字
が
判
別
し

に
く
い
）、館
長
は
小
林
市
助
。
小

林
市
助
は
１
９
３
６
年
当
時
、須
恵

尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
兼
校
長
を

務
め
て
い
て
、図
書
館
長
を
兼
任
し

て
い
た
よ
う
で
す
。

　「
図
書
館
一
覧
」（
１
９
３
８
年

町文化財専門委員

石瀧 豊美

まちの
史跡めぐり

2 1 8

国会図書館所蔵資料の閲覧
（14）

82025（令和7年） 3 • 広報すえ

〔
昭
和
13
年
〕４
月
１
日
、
文
部
省

社
会
教
育
局
）に
よ
る
と
、須
恵
村

立
図
書
館
は
須
恵
村
上
須
恵
に
所

在
し
て
い
ま
す
。

　「
福
岡
県
立
図
書
館
月
報
」２
３
６

号（
１
９
４
１
年〔
昭
和
16
年
〕６
月
）

に
よ
る
と
、
同
年
５
月
中
の
貸
出

文
庫（
県
立
図
書
館
の
蔵
書
を
各

図
書
館
に
貸
し
出
す
と
い
う
意

味
）の
発
送
先
が
40
庫
、糟
屋
郡
で

は
須
恵
村
立
図
書
館
だ
け
が
入
っ

て
い
ま
す
。

■
須
恵
少
年
赤
十
字
団

　「
官
報
」（
１
９
３
６
年〔
昭
和
11

年
〕10
月
７
日
）の
広
告
、
恤じ

ゅ
っ
ぺ
い兵

金

品
の
欄
に「
須
恵
少
年
赤
十
字
団
」

の
名
が
出
て
き
ま
す
。
恤
兵
と
は

軍
隊
・
軍
人
に
対
す
る
献
金
や
寄

付
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で

は
、日
用
品
、お
菓
子
や
手
紙
な
ど

を
詰
め
合
わ
せ
て
戦
場
に
送
る
慰

問
袋
で
す
。

　
一
覧
に
つ
い
て
は
陸
軍
大
臣
官

房
が
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま

す
。
満
洲
事
変
と
は
１
９
３
１
年

（
昭
和
６
年
）に
起
き
た
柳
条
湖
事

件
を
機
に
始
ま
っ
た
日
本
軍
と
中

国
軍（
中
華
民
国
、
国
民
政
府
）と

の
戦
争
で
す
。

今
回
ノ
満
洲
事
変
ニ
際
シ
、
明
治

三
十
七
年
陸
軍
省
告
示
第
四
号
ニ

依
リ
、受
領
シ
タ
ル
寄
付
金
・
寄
付

者
住
所
・
氏
名
及
寄
贈
品
・
同
価
格

並な
ら
び

ニ
寄
贈
者
住
所
・
氏
名
左
ノ
如

シ
。

　〔
受
領
月
日
〕１
月
16
日
、〔
品

種
〕慰
問
袋
、〔
数
量
〕46
箇
、〔
価

格
〕―
、〔
現
住
所
・
族
籍
・
官
職
・
位

勲
爵
〕糟
屋
郡
須
恵
村
須
恵
尋
常

高
等
小
学
校
内
、〔
氏
名
〕須
恵
少

年
赤
十
字
団

　
こ
の
時
は
県
外
で
も
少
年
赤
十

字
団
を
名
乗
り
、
糟
屋
郡
で
は
同

じ
１
月
16
日
に
各
小
学
校
内
の
計

15
少
年
赤
十
字
団
が
一
斉
に
寄
付

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
慰
問
袋
以

外
で
は
慰
問
状
・
児
童
作
品
・
雑

誌
・
タ
オ
ル
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

軍
隊
へ
の
寄
付
は
小
学
校
と
し
て

で
は
な
く
、
児
童
が
少
年
赤
十
字

団
を
結
成
し
て
、
そ
の
活
動
の
一

環
と
し
て
行
う
、
と
い
う
よ
う
な

ル
ー
ル
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
少
年
赤
十
字
団
の
制
度
は
１
９

２
２
年（
大
正
11
年
）に
日
本
赤
十

字
社
が
設
け
、
目
的
は
赤
十
字
の

平
和
の
理
想（
人
道
）、健
康
の
注
意
、

人
類
的
・
国
民
的
共
力（
共
力
は
協

力
し
合
う
こ
と
か
）、自
国・諸
国
の

少
年
の
共
助（
互
い
に
助
け
合
う
こ

と
）な
ど
を
学
び
、実
行
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
言
え
ば

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
し
ょ
う
か
。

　
次
い
で『
官
報
』（
１
９
３
６
年
11

月
２
日
）で
も
、
３
月
14
日
、
46
箇

の
慰
問
袋
の
寄
付
が
、須
恵
少
年
赤

十
字
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
も
郡
内
15
少
年
赤
十

字
団
が
一
斉
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

■
上
須
恵
か
ら
大
島
原
に
役
場
移
転

　「
官
報
」（
１
９
３
６
年〔
昭
和
11

年
〕12
月
22
日
）に
須
恵
村
役
場
の

移
転
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。

村
役
場
位
置
変
更

糟
屋
郡
須
恵
村
ハ
其
役
場
位
置
ヲ

大
字
上
須
恵
字
大
嶋
原（
千
百
八
十

番
地
ノ
一
、千
百
八
十
番
地
ノ
二
、

千
百
八
十
八
番
地
ノ
二
）ニ
変
更
シ
、

本
月
六
日
移
転
セ
リ
。

　
昭
和
十
一
年
十
二
月
　
福
岡
県

　
上
須
恵
の
郵
便
局
付
近
に
あ
っ

た
村
役
場
が
、大
島
原（
現
在
ア
ザ

レ
ア
ホ
ー
ル
の
位
置
）に
移
転
し

た
も
の
で
す
。

■
須
賀
神
社
が
村
社
に
昇
格

　「
内
務
厚
生
時
報
」７
巻
４
号（
内

務
大
臣
官
房
、
１
９
４
２
年〔
昭
和

17
年
〕４
月
）に
須
賀
神
社
が
村
社

に
昇
格
す
る
と
い
う
記
事
が
あ
り

ま
し
た
。

須
賀
神
社

　
昭
和
十
七
年
二
月
二
十
五
日
村

社
ニ
列
格

　
祭
神
　
素
戔
嗚
尊（
す
さ
の
お

の
み
こ
と
）　
玉
依
姫
命（
た
ま
よ

り
ひ
め
の
み
こ
と
）　
天
照（
あ
ま

て
ら
す
）皇
大
神
　
菅
原
神

　
鎮
座
地
　
福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵

村
大
字
上
須
恵

　
天
照
皇
大
神
は
天
照
大
神
の
こ

と
、
素
戔
嗚
尊
は
そ
の
天
照
大
神

の
弟
で
す
。
素
戔
嗚
尊
を
祭
る
神

社
は
祇
園
神
社
、
須
賀
神
社
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
他
に
も

い
ろ
い
ろ
な
呼
称
が
あ
り
ま
す
。

玉
依
姫
命
は
神
武
天
皇
の
母
。
太

宰
府
市
の
竈
門
神
社
に
祭
ら
れ
て

い
る
祭
神
と
同
じ
で
す
。
宝
満
大

菩
薩
と
も
呼
ば
れ
た
の
で
、
玉
依

姫
命
を
祭
る
神
社
は
宝
満
宮
の
名

が
あ
り
ま
す
。
菅
原
神
は
菅
原
道

真
、つ
ま
り
天
満
大
自
在
天
神（
天

神
様
）で
、道
真
を
祭
る
神
社
は
天

満
宮
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　「
糟
屋
郡
教
育
銘
鑑
」（
１
９
３
６

年〔
昭
和
11
年
〕）に
は
、大
字
須
恵

の
木
戸
半
也
氏
に
つ
い
て
履
歴
を

書
き
上
げ
て
い
ま
す
。
１
８
６
９
年

（
明
治
２
年
）に
生
ま
れ
、１
８
８
７

年（
明
治
20
年
）４
月
～
１
８
９
３

年（
明
治
26
年
）３
月
、立
花
村
原
上

小
学
校
、仲
原
尋
常
小
学
校
、障
子

岳
尋
常
小
学
校
に
勤
務
、１
８
９
３

年
に
依
願
退
職
、
１
８
９
５
年（
明

治
28
年
）４
月
～
１
９
０
２
年（
明

治
35
年
）７
月
、大
川
第
二
尋
常
小

学
校
、勢
門
尋
常
小
学
校
、鞍
手
郡

脇
田
尋
常
小
学
校
、志
賀
島
尋
常
小

学
校
に
勤
務
、１
９
０
２
年
依
願
退

職
。

　
１
９
０
２
年
12
月
、
須
恵
村
の

大
字
須
恵
・
村
社
宝
満
宮
、
大
字

旅
石
・
村
社
八
幡
宮
、
大
字
佐
谷
・

村
社
熊
野
神
社
、
大
字
植
木
・
村

社
若
宮
八
幡
宮
・
天
満
宮
、
大
字

上
須
恵
・
無
格
社
須
賀
神
社
の
そ

れ
ぞ
れ
の
社
掌
補
と
な
り
今
に
至

る
、
１
９
２
４
年（
大
正
13
年
）９

月
、
宇
美
町
の
県
社
宇
美
神
社
の

社
掌
な
ら
び
に
補
と
な
り
今
に
至

る
、と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

植
木
の
若
宮
八
幡
宮
は
若
八
幡
宮

と
も
呼
ば
れ
、
筥
崎
や
宇
美
の
八

幡
宮
が
応
神
天
皇
を
祭
神
と
す
る

の
に
対
し
、
若
八
幡
宮
は
仁
徳
天

皇
を
祭
神
と
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
木
戸
氏
は
神
主
の

い
な
い
須
恵
村
内
の
各
神
社
で
社

掌
補
お
よ
び
宇
美
八
幡
宮
で
も
社

掌
・
社
掌
補
を
務
め
て
い
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
神
官
と
し
て
祭

祀
を
掌

つ
か
さ
ど

っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
こ
で
上
須
恵
の
須
賀

神
社
が
無
格
社
と
さ
れ
て
い
る
の

は
、
当
時
神
社
に
は
格
式（
社
格
）

が
あ
り
、
官
幣
社
・
国
幣
社（
そ
れ

ぞ
れ
大
社
・
中
社
・
小
社
に
分
か
れ

る
）、府
社
・
県
社
、郷
社
、村
社
の

順
に
並
び
、
社
格
の
な
い
場
合
に

無
格
社
と
言
い
ま
し
た
。
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